
第 17回医療安全大会 「参加者数・参加者背景」 

1. 申込者数：223名(manaableより：206名／その他：17名) 

2. 参加者数：216名(一般参加者：193名／関係者 23名) 

3. 参加者所属施設数：80施設 

4. 参加者職種(人数) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 参加者所属施設の種別(施設数) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護職, 161

他職種, 32

N=193

医師 看護助手・補助

薬剤師 事務職

臨床工学技士 その他

診療放射線技師

臨床検査技師

理学療法士

保健所・保健センター, 1

県・地方自治体, 2

介護系施設, 1

看護系教育研究機関, 5

その他, 1

99床未満, 9

100～199床, 20

200～299床, 11

300床以上, 21
その他, 9

病院, 70

N=80



第 17回医療安全大会 参加者アンケート 

アンケート回答数：80件 回収率：41％ 

 

問１） 特別講演は参考になりましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２） シンポジウムは参考になりましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３） 所属施設では、多職種で医療安全活動を実践していますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大変参考になった

76%

参考になった

24%

n=80

大変参考になった

58%

参考になった

41%

あまり参考にならなかった

1%

n=80

はい

90%

いいえ

2%

所属施設がない・学生である

5%

分からない

3%

n=80



問４） 医療安全委員会等に関わっていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５） 次回の医療安全大会について、どのような開催方法を希望されますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６） 医療安全大会には、何度目のご参加ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい

87%

いいえ

13%

n=80

会場開催を希望する

8%

Web開催を希望する

66%

どちらでもよい

26%

n=80

初めて

35%

2～4回目

35%

5～9回目

23%

10回以上

6%

不明

1%

n=80



問７） 今後聞いてみたい講演内容があれば、ご記入ください 

●レジリエンス・医療安全管理に関すること 

 重大事象の具体的な対処方法 

 医療安全における心理的安全性  

 多職種での医療安全ラウンドに関すること 

 医療安全管理マニュアルの周知と管理方法 

医療安全管理者の施設での具体的な活動内容 

●システム・組織作りに関すること 

 医療安全につながるシステムの導入について  

●インシデント・アクシデント・医療事故に関すること 

 インシデントレポート分析方法 

 インシデントレポートの評価に対する指導と受け入れについて  

 インシデント・アクシデントに対する実際の現場での活動内容 

 医療事故調査についての調査方法等  

 医療事故調査制度の現状及び今後の動向について  

●教育・研修に関すること 

 院内研修での効果的な取り組み 

 チームステップス 

 レジリエンスの育成 

●他職種に関すること 

 医療以外の他の領域・分野における「安全確保」のための考え方・実際の対策  

 医療安全に関する質問に対する顧問弁護士の見解 

●体験報告 

 大きな医療事故のあった病院の、他職種の立場での体験報告  

 医療事故の当事者(患者・家族・医療者)の体験談 

 コロナ禍で院内クラスター発生時の現場職員（スタッフ感染も含む）の体験談 

●その他 

 周産期に特化した医療安全対策  

 今後の COVID-19の対策 

 


